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【研究の背景・目的】 

天然物は機能の宝庫である。天然物を基にして優
れた医薬品が開発されてきた。比較的構造が簡単な
天然物に対して多くの成功例がある。しかし、入手
困難で、複雑な骨格を有する天然物、特に分子量が
500 以上の中分子天然物の科学は、未開拓のままであ
る。希少・複雑な骨格を有する生物活性天然物を、
大量合成可能な手法で、短段階で合成できれば、誘
導体合成への道が拓け、優れた医薬品の創出に繋が
り、新しい科学を切り開くことができる。
短段階合成は現在の天然物合成の潮流の一つであ

るが、複雑骨格を有する化合物の大量合成可能な手
法での短段階合成は未解決の挑戦的課題である。筆
者は独自の方法論でこの難問に挑む。筆者は、革新
的触媒である有機触媒を開発し、多くの実用的・大
量合成可能な不斉触媒反応を見出した。また複数の
反応を同一反応容器で行う、ポットエコノミーとい
う独自の概念を提唱している。そこで、大量合成可
能な有機触媒反応と迅速合成を可能とするポットエ
コノミーを組み合わせれば、複雑な骨格のため未開
拓な希少天然物群を、短段階で大量合成可能と考え
た。さらに、合成中間体を用いて、種々の誘導体を
作成し、天然物を超える生物活性を有する人工有機
化合物を創出する事を目的とする。

【研究の方法】 
有機触媒には水、酸素を完全に除去する必要がな

い、生成物に金属が残留する恐れがない、触媒が安
価等の利点があり、有機触媒は大量合成に適した触
媒である。筆者は革新的な有機触媒 (Jorgensen- 
Hayashi catalyst 1)と、多くの不斉触媒反応を開発して
いる。
一方、同一容器内で多くの反応を連続的に行うと

いうドミノ反応・ワンポット反応には、合成全体の
収率の向上、作業時間の短縮等の利点があり、筆者
は、分子を構築する革新的戦略として独自の「ポッ
トエコノミー」という概念を提唱している。
有機触媒とワンポット反応を組み合わせる革新的

手法により、強力な生物活性を有しているが、優れ
た合成法の開発が求められている天然有機化合物の
全合成を検討する。具体的にはアンポテリシン B、
アンフィジノライド、プロスタグランジン、ステロ
イド等を標的化合物とする。

【期待される成果と意義】 
希少・複雑な構造を有する化合物は、入手の困難

さから研究対象に取り上げられることが難しかった。
自然界にはそのような化合物が多く眠っている。有
機合成化学により大量合成可能な手法を開発できれ
ば、それらの化合物を基盤とする新たな科学を切り
開くことができる。
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